
越
中
人
の
二
十
四
輩
順
拝
の
旅

石

崎

直

義

信

仰

の

旅

江
戸
時
代
以
来
、
浄
土
真
宗
に
「
二
十
四
輩
順
拝
」
と
い
う
、
宗
祖
親
驚
聖
人
と
第
八
世
蓮
如
上
人
、
な
ら
び
に
、
聖
人
の
高
弟
二
十

越中人の二十四輩11原拝の旅

四
人
の
遺
跡
を
、
門
信
徒
の
人
々
が
順
拝
す
る
旅
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
昔
、
今
日
の
よ
う
に
交
通
機
関
や
宿
泊
施
設
が
整
っ
て
い

な
か
っ
た
時
代
に
、
幾
百
里
も
の
道
中
を
辛
労
に
耐
え
な
が
ら
、
ひ
た
す
ら
徒
歩
で
た
ど
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
容
易
な
ら
ぬ
大
旅
行
で

あ
っ
た
。

「
二
十
四
輩
」
と
い
う
の
は
、
正
暦
元
年
(
一
三
三
三
)
正
月
、
本
願
寺
第
三
世
覚
如
上
人
が
関
東
の
真
宗
系
の
寺
々
を
訪
ね
た
と

き
、
大
綱
(
現
在
、
茨
城
県
大
洗
町
)
の
願
入
寺
に
お
い
て
、
親
驚
の
実
子
善
輔
鳥
の
子
で
あ
っ
た
本
願
寺
第
二
世
如
信
上
人
の
三
十
三
回

忌
の
法
要
を
営
み
、
集
ま
っ
た
親
驚
聖
人
の
弟
子
の
中
か
ら
、
有
力
な
二
十
四
人
を
、
本
願
寺
の
宗
義
・
宗
法
の
伝
統
を
正
し
く
継
承
す

151 

る
門
弟
と
定
め
た
の
が
成
因
と
い
わ
れ
る

TU。

因
み
に
、
二
十
四
輩
の
僧
名
と
旧
跡
寺
院
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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第

番
下
総
国
結
城
郡
横
曾
根
村
(
現
在
、
東
京
都
浅
草
)

専
修
寺

第
二
番

性
信
坊

真
仏
坊

報
恩
寺

第
三
番

下
野
国
芳
賀
郡
物
部
村
高
田
〈
現
在
、
三
重
県
津
市
一
身
田
)

無
量
寿
寺

順
信
坊

常
陸
国
毘
島
郡
巴
村
鳥
巣

第
四
番

乗
然
坊

如
来
寺

第
五
番

常
陸
国
稲
敷
郡
南
庄
志
田
(
現
在
、
茨
城
県
柿
岡
町
〉

弘
徳
寺

信
楽
坊

下
総
国
結
城
郡
安
静
村
新
地

第
六
番

成
然
坊

第
七
番

上
野
園
前
橋
市
立
川
町

西
念
坊

茨
城
県
猿
島
郡
辺
田

第
八
番

性
証
坊

妙
安
寺

西
念
寺

蓮
生
寺

下
総
国
土
津
賀
郡
狗
飼
村
(
現
在
、
福
島
県
東
白
川
郡
棚
倉
〉

東
弘
寺

第
九
番

善
性
坊



第
十
番

下
総
国
結
城
郡
石
下
町

是
信
坊

陸
中
国
磐
手
郡
米
内
村

第
十
一
番

無
為
信
坊

第
十
二
番

陸
前
園
仏
台
市
新
坂
通

善
念
坊

本
誓
寺

無
為
信
寺

善
重
寺

第
十
三
番

常
陸
国
水
戸
市
酒
門
(
坂
戸
)
村

慈
願
寺

信
願
坊

下
野
国
那
須
郡
武
部
村

第
十
四
番

153 越中人の二十四曹関拝の旅

定
信
坊

常
陸
国
久
慈
郡
額
田
村

道
円
坊

第
十
五
番

常
陸
国
久
慈
郡
内
田
村

入
信
坊

第
十
六
番

第
十
七
番

常
陸
国
那
珂
郡
野
口
村

念
信
坊

阿
弥
陀
寺

枕
石
寺

寿
命
寺

常
陸
国
那
珂
郡
美
和
村
鷲
子 照

願
寺
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第
十
八
番

入
信
坊

常
福
寺

第
十
九
番

常
陸
国
那
珂
国
玉
川
村
八
回
(
現
在
、
茨
城
県
筑
波
郡
大
曾
根
)

上
宮
寺

明
法
坊

常
陸
国
那
珂
郡
神
崎
村
木
米
崎

第
二
十
番

慈
善
坊

常
弘
寺

常
陸
国
那
珂
郡
静
村
石
沢

浄
光
寺

第
二
十
一
番

唯
仏
坊

常
陸
国
那
珂
郡
湊
町

唯
信
坊

第
二
十
二
番

唯
信
寺

常
陸
国
西
茨
城
郡
宍
戸
町
大
国

信
願
寺

第
二
十
三
番

唯
信
坊

常
陸
園
水
戸
市
常
盤
小
路
(
宍
戸
の
唯
信
寺
と
は
別
人
)

西
光
寺

第
二
十
四
番

唯
円
坊

常
陸
国
久
慈
郡
佐
竹
村
谷
川
原

(
備
考
〉
所
在
地
名
に
つ
い
て
は
諸
本
に
よ
っ
て
多
少
異
る
が
、
主
に
富
山
一
房
一
刊
『
仏
教
大
辞
葉
』
第
五
巻
に
拠
っ
た
〉

順
拝
す
る
心



江
戸
時
代
の
中
期
か
ら
、
親
驚
聖
人
の
教
義
を
仰
、
ぎ
、
そ
の
徳
を
慕
う
信
徒
の
人
々
が
、
親
驚
聖
人
・
蓮
如
上
人
の
旧
跡
を
中
心
に
、

二
十
四
輩
の
旧
跡
寺
院
の
順
拝
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
年
を
逐
う
て
次
第
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

僧
宗
誓
(
一
六
四
五

i
一
七
一
八
)
が
、
一
克
禄
六
年
三
六
九
一
ニ
〉
と
同
一
一
年
三
六
九
八
〉
の
二
回
、
親
驚
と
二
十
四
輩
の
遺
跡

踏
査
を
し
て
、

「
二
十
四
輩
散
在
記
」
を
編
述
し
て
お
り
、
越
前
の
儒
者
竹
内
寿
庵
(
是
心
)
が
享
保
一
五
年
(
一
七
三

O
〉
に
同
じ
く

両
遺
跡
を
順
礼
し
て
、

「
二
十
四
輩
記
」
を
編
述
刊
行
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
元
禄
期
(
一
六
八
八

i
一
七

O
四
)
前
後
か
ら
、
二
十
四
輩
順
拝
が
起
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
。
そ

の
後
さ
ら
に
、
真
宗
再
興
の
第
八
世
蓮
如
上
人
の
遺
跡
を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
順
拝
を
発
願
す
る
心
は
、
親
驚
・
蓮
如
・
二
十
四
輩
の
、
真
宗
開
闘
と
弘
布
の
折
り
の
苦
難
を
偲
び
、
教
化
の
偉
大
を
讃
え
、
信

仰
を
深
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

な
お
、
順
拝
行
の
隆
盛
に
関
し
て
、
大
谷
大
学
名
誉
教
授
五
来
重
氏
が
着
目
さ
れ
た
よ
う
に
、
越
中
人
ひ
ろ
く
は
北
陸
門
徒
の
場
合

越中人の二十四輩順拝の旅

は
、
江
戸
中
期
に
、
農
民
の
関
東
移
住
を
勧
誘
す
る
た
め
の
方
便
と
し
て
、
関
東
か
ら
出
か
け
て
き
た
浄
土
真
宗
の
僧
侶
た
ち
が
、
布
教

宣
伝
手
引
を
し
た
こ
と
も
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

寛
政
の
こ
ろ
(
一
七
八
九

i
一
八

O
一
)
、
常
陸
の
笠
間
藩
の
農
村
荒
廃

応
急
策
と
し
て
、
稲
田
禅
坊
西
念
寺
住
職
良
水
が
密
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
北
陸
・
信
越
に
来
り
、
真
宗
信
仰
に
篤
い
農
民
た
ち
に
呼
び

か
け
て
誘
致
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
入
百
姓
案
に
よ
っ
て
貧
困
農
民
の
移
住
を
図
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
当
時
、
諸
藩
は
領
民
の
国
外
移

住
を
厳
く
禁
し
て
い
た
の
で
、
表
面
上
、

か
か
る
宗
教
心
を
動
か
す
方
策
を
採
っ
た
す
〉

O
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順
拝
行
程
と
案
内
書

宝
暦
一

O
年
(
一
七
六

O
)
に
刊
行
さ
れ
た
「
親
驚
聖
人
御
旧
跡

二
十
四
輩
巡
拝
記
」
に
よ
る
と
、
北
陸
か
ら
関
東
・
東
北
へ
廻
る

順
路
の
行
程
に
つ
い
て
委
細
に
-
記
さ
れ
て
い
る
。
抄
要
し
て
み
る
。

北
国
海
道
(
街
道
)
は
、
馬
継
の
宿
駅
と
い
へ
ど
も
泊
り
所
な
き
所
あ
り
(
中
略
)
。
跡
先
(
前
後
)
考
へ
て
泊
り
所
あ
る
所
に

泊
る
べ
し
。
宿
駅
の
内
に
も
野
聞
に
も
茶
屋
稀
な
り
(
下
略
〉
。

加
賀
の
金
沢
よ
り
越
後
の
高
田
迄
は
、
加
賀
の
家
中
(
家
来
)
の
往
来
し
げ
き
ゆ
え
茶
屋
は
あ
れ
ど
も
、
食
物
は
餅
の
た
ぐ
い
あ

る
の
み
な
り
。
下
越
後
よ
り
出
羽
迄
は
、
茶
屋
は
猶
以
て
稀
な
り
(
下
略
〉
。

信
濃
善
光
寺
に
参
詣
の
望
有
時
は
、
越
後
高
田
よ
り
行
く
、
道
の
り
十
八
里
。
善
光
寺
よ
り
高
田
へ
も
ど
り
、
下
越
後
・
出
羽
南

部
へ
行
く
。
こ
の
行
戻
り
を
入
れ
、
奥
羽
南
部
へ
ま
わ
る
は
、
凡
六
十
六
里
程
の
ま
わ
り
な
り
。

越
後
国
新
発
田
よ
り
奥
州
南
部
森
岡
の
本
誓
寺
ま
で
行
程
八
十
七
里
三
十
丁
あ
り
。
森
岡
よ
り
松
島
を
廻
り
て
同
国
仙
台
ま
で
五

十
一
里
。
仙
台
よ
り
同
国
棚
倉
蓮
性
寺
ま
で
四
十
四
里
十
丁
。
棚
倉
よ
り
常
陸
の
金
沢
願
入
寺
ま
で
は
九
里
三
十
町
有
。
越
後
新
発

田
よ
り
金
沢
願
入
寺
ま
で
、
都
合
百
九
十
三
里
有
。

(
中
略
)

京
都
よ
り
越
前
へ
出
、
北
国
路
を
廻
り
、
出
羽
国
よ
り
奥
羽
南
部
を
経
、
同
国
仙
台
・
棚
倉
を
廻
り
、
下
野
・
常
陸
・
上
総
・
下
総

の
二
十
四
輩
御
旧
跡
残
ら
ず
、
鹿
島
か
ん
ど
り
日
光
山
迄
廻
り
、
江
戸
へ
出
る
ま
で
道
の
り
凡
そ
五
百
三
十
四
里
十
八
町
あ
り
。

次
に
享
和
の
こ
ろ
(
一
八

O
一
1
0四
三
僧
了
貞
著
・
竹
原
春
水
画
の
「
二
十
四
輩
順
拝
図
絵
」
が
、

享
和
三
年
(
一
八

O
三
〉
に



前
篇
五
巻
を
、
文
化
六
年
ハ
一
八

O
九
)
に
後
篇
五
巻
を
板
本
刊
行
さ
れ
、
詳
細
な
案
内
書
と
し
て
多
く
読
ま
れ
て
、
二
十
四
輩
旧
蹟
順

拝
手
引
の
定
本
と
な
っ
た
。
近
畿
・
北
陸
・
信
越
・
関
東
・
東
北
に
か
け
て
、
絵
図
入
り
で
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
諸

書
刊
行
さ
れ
て
い
る

(
3
)
O

• なお
、
明
治
年
代
以
降
今
日
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
、
次
の
案
内
書
も
あ
っ
て
参
考
に
な
る
。九

• 
『
古
寺
巡
礼
辞
典
』
東
京
堂
、

一
九
一

l
一
九
七
頁

真
能
義
彦
『
親
驚
聖
人
・
蓮
如
上
人
御
旧
跡
二
十
四
輩
巡
拝
記
』
顕
道
書
院
、

一
九
七
六
、

• 
難
波
淳
郎
「
巡
礼
・
常
陸
国
親
驚
二
十
四
輩
」
伝
統
と
現
代

157 越中人の二十四輩順拝の旅

一O
|
四、

一
九
七
九
、

一
六
四

l
一
六
七
頁

• 
難
波
淳
郎
「
常
陸
・
親
驚
の
寺
々
巡
拝
」
大
法
輪

五
O
I七、

一
六
六

i
一
七
一
頁

一
九
八
一
二
、

巻之三

四

越
中
信
徒
の
念
願

越
中
に
お
い
て
も
、
二
十
四
輩
順
拝
が
行
な
わ
れ
る
よ
う

二十四輩順拝図絵

に
な
る
の
は
、
や
は
り
江
戸
中
期
か
ら
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に

後
期
に
入
る
と
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
農
業
移
民
ゼ
勧
誘
に

き
た
常
陸
の
浄
土
真
宗
僧
に
よ
っ
て
、
親
驚
・
蓮
如
・
二
十

四
輩
の
旧
蹟
を
紹
介
さ
れ
て
、
順
拝
行
が
門
徒
の
人
々
の
間

図 1

に
燃
え
あ
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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古
来
、
越
中
は
真
宗
王
国
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
初
期
に
親
驚
聖
人
に
よ
っ
て
聞
か
れ
た
浄
土
真
宗
が
、
ま
ず
延
文
五
年
(
一

三
六

O
)
に
、
そ
の
曾
孫
覚
如
の
長
子
存
覚
が
越
中
に
来
り
、
新
川
郡
に
水
橋
門
徒
と
呼
ば
れ
る
教
団
が
生
ま
れ
て
布
教
が
始
ま
っ
た
。

つ
い
で
明
徳
元
年
(
一
三
九

O
)
に
、
本
願
寺
第
五
世
辞
如
上
人
が
来
て
、
碩
波
郡
井
波
に
瑞
泉
寺
を
創
建
し
た
の
で
、
本
格
的
な
宗
団

活
動
が
始
ま
っ
た
。

つ
い
で
第
六
世
巧
如
、
第
七
世
存
如
が
教
線
伸
張
に
力
め
た
。

そ
の
後
、
越
中
国
は
、
文
明
年
間
〈
一
四
六
九

i
八
七
)
に
至
り
、
蓮
如
上
人
の
布
教
活
動
が
展
開
さ
れ
、
真
宗
門
徒
の
信
仰
心
は
い

よ
い
よ
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
と
く
に
、
嘱
波
郡
・
射
水
郡
に
お
い
て
は
、
井
波
瑞
泉
寺
・
伏
木
勝
興
寺
・
城
端
善
徳
寺
の
代
表
的
三
大
寺

院
が
存
在
し
て
い
る
の
で
、
順
拝
へ
の
憧
憶
が
深
か
っ
た
。

か
く
し
て
、
越
中
の
真
宗
門
徒
の
最
大
の
究
意
的
念
願
は
二
十
四
輩
順
拝
行
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
容
易
な
ら
ぬ
長
途
・
長
期
の
旅
行

で
あ
っ
た
か
ら
、
万
人
が
果
た
せ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
関
東
・
東
北
へ
の
旅
を
あ
き
ら
め
て
、
近
隣
の
加
賀
・
越
前
・
越
後

-
信
濃
の
旧
蹟
を
順
拝
す
る
こ
と
に
し
た
。

な
お
、
普
通
の
門
徒
た
ち
は
、
京
都
の
本
願
寺
参
詣
「
御
本
山
参
り
」
を
一
生
の
発
願
と
し
た
。
信
徒
た
ち
は
ひ
と
し
く
御
本
山
参
り

を
果
た
し
て
か
ら
死
に
た
い
と
願
望
し
た
。
そ
の
旅
費
を
夜
業
や
冬
の
藁
仕
事
・
日
稼
ぎ
を
し
て
貯
え
た
。
ま
た
女
性
た
ち
は
夜
業
や
農

閑
期
に
、
麻
苧
を
つ
な
ぎ
、
機
織
り
し
て
小
銭
を
積
立
て
て
念
願
を
達
し
た
。

五

越
中
人
の
順
拝
の
旅

付

道

中

言E

今
か
ら
約
二

O
O余
年
前
の
天
明
元
年
ハ
一
七
八
一
)
に
、
嘱
波
郡
広
瀬
村
竹
内
(
現
在
の
福
光
町
)
の
大
谷
派
真
敬
寺
住
職
円
空
師



が
、
先
祖
裕
慶
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
、
年
令
五
九
歳
の
老
身
に
て
、
二
十
四
輩
巡
拝
の
大
旅
行
を
し
て
、

日
記
体
の
道
中
記
を
遺
し
て

二
十
七
日
ば
ん

き
せ
ん
法
施

い
る
。
半
紙
四
つ
折
大
(
一
七
×
一
一
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
横
帳
で
、
総
一
九
四
丁
に
次
の
如
く
細
々
と
書
留
め
ら
れ
て
い
る
。

本
定
村
平
六
宿

里

越中人の二十四輩順拝の旅159 

明
朝

当
村
ノ
ハ
ヅ
レ
ニ
阿
川
ト
テ
大
河
ア
リ

越
テ
下
へ
行

ヨ
リ
流
出
尤
大
河
也

先
日
小
嶋
ノ
辺
一
一
テ
越
ル
モ
此
川
也

辺
ヨ
リ
ナ
カ
ル
ト

此
河
奥
州
ノ
界

ミ
ナ
カ
ミ
ハ
会
津

二
段
橋
ヨ
リ
直
ニ
マ
ノ
ウ
ノ
渡
シ
へ
出
ツ

カ
チ

川
ヲ
越

先
日
ノ
洪
水
ニ
切
レ
テ
往
来
難
義
故

今
日

シ
ハ
タ
ヘ
ハ
不
v
出

カ
チ
川

柴
田
溝
口
氏
五
万
石
城
下
也

柴
田
ヨ
リ
米
沢
へ
東
ヲ
指
二
十
七
里

同
所
ヨ
リ
会
津
若
松
へ
二
十
三
里

二十四輩道中記

柴
田
村
上
ノ
城
下
ハ
会
津
通
江
戸
道

柴
田
ヨ
リ
村
上
へ
ハ
北
ヲ
指
シ
テ
九
里
余

二
十
八
日
ば
ん

四
里

図 2

マ
ノ
ウ
村
二
宿

柴
田
ヨ
リ
村
上

九
里
余

東
海
道
浜
道
中
道
一
一
テ
三
筋
ア
リ

今
中
道

{旦
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ヲ
乙
寺
迄
行

但

東
道
平
林
・
村
上
ノ
間
ニ
大
イ
ナ
ル
巌
屋
ア
リ
ト
云

さ
て
、
天
明
元
年
〈
一
七
八
一
)
五
月
二
五
日
に
自
坊
を
出
発
。
先
ず
近
く
の
井
波
瑞
泉
寺
(
大
谷
派
〉
に
参
詣
を
ふ
り
出
し
に
、
越

中
・
飛
州
・
信
州
・
越
後
・
出
羽
・
陸
奥
・
常
陸
・
下
総
・
上
野
・
武
蔵
・
江
戸
を
巡
り
、
そ
れ
か
ら
高
崎
・
軽
井
沢
・
長
野
・
直
江
津

-
糸
魚
川
・
泊
・
魚
津
・
富
山
・
中
田
・
戸
出
・
福
野
を
経
て
、
九
月
二
二
日
に
安
着
し
た
の
で
あ
る
。

行
程
約
三
百
数
十
里
(
約
五

0
0キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
、
所
要
二
ニ

O
日
の
大
旅
行
で
あ
っ
た
。

一
日
の
徒
歩
は
平
均
五

I
六
里
で
あ
っ

た
。
時
に
は
八

1
九
里
の
こ
と
も
あ
り
、
と
く
に
江
戸
よ
り
北
陸
路
通
過
は
、
帰
心
に
せ
き
た
て
ら
れ
た
の
か
、
足
早
に
な
っ
て
い
る
。

最
大
行
程
は
一
二
里
で
、
武
蔵
大
宮
か
ら
深
谷
ま
で
強
行
し
て
い
る
。
山
路
や
峠
越
え
の
場
合
は
二

1
三
里
で
あ
っ
た
。
但
し
、
旧
跡
参

詣
の
際
に
は
、
宝
物
・
遺
品
な
ど
の
拝
観
に
暇
ど
っ
て
か
、
二

t
一
二
里
の
行
程
で
あ
っ
た
。

通
中
に
て
災
害
地
を
通
過
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
閏
五
月
二

O
目
、
越
後
八
王
子
に
至
っ
た
と
き
、
折
し
も
大
雨
に
て
三
条
川
の
大
洪

水
に
遭
っ
て
大
そ
う
難
犠
し
た
。
そ
の
様
子
は
次
の
よ
う
に
書
留
め
た
。

二
十
四
日
晩

八
王
寺
村
宿

中
野
ヨ
リ
二
里

昨
十
九
日
昼
時
分
ヨ
リ

今
二
十
日
朝
迄
大
雨

マ
コ
ト
ニ
移
ス
ガ
如
ク

近
年
無
v
之
洪
水

依
而
三
条
川
以
テ
ノ
外
出
水
故
昼
頃

ヨ
リ
此
村
に
居
リ

此
JIi 

信
州
才
JfI 

犀
)11 

チ
ク
モ
川
ノ
末
ナ
リ

夫
ヨ
リ
諸
川
出
合

古
今
ノ
大
河
ナ
リ

二
十
日
八
ツ
頃

二
条
川
ヲ
見
レ
パ

洪
水
ナ
リ

家
追
々
流
レ
来
ル

我
ラ
ガ
見
シ
前
ヨ
リ
明
ル
朝
迄
流
レ
来
ル

後
ニ
聞
ケ
バ

長
岡
大
工
町
一
町

数
十
間
(
軒
〉
皆

流
ノレ

其
ノ
外
ノ
所
々
ヨ
リ
流
来
ル

長
岡
殿
ノ
馬
屋
以
下
ノ
御
カ
コ
イ
悉
ク
流

長
岡
殿
只
当
分
ノ
損
金
七
千
両
斗
リ
ト
云



m 
諸
所
ノ
諸
河
土
居
切
レ
テ

村
々
へ
水
入
リ

諸
作
方
悉
ク
損
亡

二
十
一
日
朝

舟
一
一
テ
川
ヲ
越
へ
三
条
一
一
出

(
中
略
〉

其
外

木
竹
等
追
々
流
ル

所
々
ノ
土
井
(
居
)
悉
グ
切
レ

カ
ニ
ハ
ラ
ノ
里
ハ
只
一
面
大
海
ノ
如
シ

家
々
村
々
皆
舟
一
一
テ
通
ル

サ
レ
ド
モ
我
ラ
ハ
少
シ
早
ク
通
ル
故

幸
ヒ
東
ノ
山
際
-
一
早
速
ツ
ク

難
ヲ
ノ
ガ
ル

我
ラ
二
、
二
一
日
モ
遅
ク
通
ル
者
ハ
大
キ
ニ
難
儀

以
上
、
文
章
は
多
少
不
備
に
て
、
理
解
し
難
い
部
分
も
あ
る
が
、
実
状
は
正
確
に
観
て
い
る
。

道
ヲ
損
シ

順
拝
寺
院
に
つ
い
て
は
左
記
の
如
く
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

越中人の二十四輩順拝の旅

間
七
月
二
十
八
日

二
里

宍
戸
唯
信
寺
宿

(
前
略
)

稲
田
西
念
寺
へ
参
詣

聖
人
十
年
御
逗
留
ノ
地
也

堂
九
問
斗
リ

堂
前
向
ツ
テ
左
リ
ニ
鹿
島
(
明
神
〉
御
寄
進
ノ
井
戸
ア
リ

持
モ
チ
ノ
御
坊
也

ハ
ニ
御
杖
(
聖
人
〉
ノ
杉
二
本
ア
リ

太
キ
杉
ハ
枯
レ
タ
リ

度
栗
ハ
西
ノ
方
三
、
四
町

田
ヲ
越
ヘ
テ
岡
ノ
林
ノ
中
ニ
ア
リ

ま
た
、
次
の
如
く
、
当
時
の
東
北
方
言
の
異
様
を
感
じ
て
、
細
々
と
書
い
て
い
る
。
順
拝
旧
跡
に
直
接
触
れ
て
い
な
い
が
、
歴
史
地
理

161 

学
上
、
民
俗
学
的
に
も
参
考
に
な
る
。

俄
ニ
諸
色
高
値
ト
ナ
ル

橋
モ
皆
落
チ

何
十
カ
所
モ
皆
水
付
ニ
ナ
ル

目
モ
当
テ
ラ
レ
ズ

下
越
後
ヨ
リ
長
岡
へ
通
ル
大
還
(
往
還
)
ヲ
下
へ
下
ル
故

水

橋
ガ
落

旅
宿
ツ
カ
へ
逗
留
セ
リ

奥
へ
九
間
斗
リ
ア
リ

東
派
余

ハ間
水ナ
戸リ
〆，.
藩 御
)朱
ヨ印
リ ア
寄リ
進

其
キ

今
ハ
住

井
ヲ
イ
(
屋
形
)

葉
ハ
失
ハ
ズ
成
ル
(
生
ル
〉
ナ
リ

(
後
略
)
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十
八
日

下
前
田
村
宿

丸
法
施

六
旦

(
前
略
)

此
辺
ハ
各
別
(
格
別
)
言
葉
通
ゼ
ズ

中
ニ
モ
男
ノ
云
事
ハ
少
シ

通
ズ
ル
コ
ト
ア
レ
ド
モ

夫
モ
勘
へ
ザ
レ
パ
ワ
カ
ラ
ズ

女
ノ
云

コ
ト
ハ

ナ
ニ
一
ツ
モ
ム
口
占
山
ユ
カ
ズ

問
返
シ
或
ハ
勘
へ
テ

知
ル
処
ノ
者
共
ト
シ
テ
語
合
コ
ト
ハ
百
ハ
百
ナ
ガ
ラ
何
ノ
コ
ト
ヤ
ラ
知

レ
ズ

惣
テ
言
葉
甚
ダ
早
シ

中
ニ
モ
女
ハ
至
ッ
テ
ハ
ヤ
シ

音
便
ワ
カ
ラ
ズ

片
言
多
シ

又
所
切
(
限
リ
〉
ノ
言
葉
有
テ

甚
ダ

通
シ
難
キ
コ
ト
ア
リ

狂
気
者
ノ
分
ケ
ナ
シ
コ
ト
ヲ
云
ヨ
リ
モ
悪
シ

間
テ
聞
キ
タ
キ
コ
ト
モ
イ
ハ
ズ
ニ
止
ム

世
間
哨
ナ
ド
ス
ル
コ

ト
一
言
H

モ
ナ
ラ
ズ

寝
ゴ
ト
ヲ
聞
ク
ヨ
リ
モ
悪
シ

尤
人
柄
ハ
賎

心
ハ
和
ニ
見
ユ

是
ヨ
リ
下

津
軽
ノ
ハ
テ
ノ
言
葉
・
人
ガ
ラ
サ

ゾ
亜
山
シ
カ
ラ
ン

此
僧
が
何
か
と
聞
き
・
聞
い
た
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
さ
っ
ぱ
り
通
じ
な
か
っ
た
の
で
、
思
わ
ず
酷
評
し
た
の
か
と
思
う
。

な
お
、
こ
の
僧
は
俳
句
の
噌
み
が
あ
っ
た
ら
し
く
、

『
奥
の
細
道
』
の
名
所
、
象
潟
・
松
島
な
ど
で
、
芭
蕉
の
句
を
思
い
出
し
て
追
懐

し
て
い
る
の
も
奥
床
し
い
。

こ
の
ほ
か
、
順
拝
の
か
た
わ
ら
、
各
所
の
見
聞
を
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
よ
く
地
勢
風
物
を
精
し
く
述

べ
て
い
る
。

一
一
日
晩

野
麦
村
宿

四
里
半
斗
リ

明
朝

ノ
ム
ギ
峠
へ
越

三
里
ア
リ

飛
信
ノ
界

此
前
後
村
々
ノ
山
ニ
檎
・
ツ
ガ
ノ
木
ア
リ

ア
テ
モ
ア
リ

其
外
諸
木
多
シ

角

取
ニ
シ
テ
川
ニ
入
レ

マ
シ
タ
(
益
田
)
ヲ
通
リ
木
曾
川
へ
出

夫
ヨ
リ
南
海
へ
出

公
儀
ノ
材
木
也
ト

野
麦
峠
ノ
峰
ハ
国
境

此
処
ヲ
リ
乗
鞍
岳
左
-
一
近
ク
見
ユ

其
北
ノ
鑓
ガ
岳
少
シ
遠
グ
見
ユ

此
両
山
ハ
信
州
ノ
高
山

飛
州
ノ
境
-
一



有

峠
ノ
西
南
-
一
木
曾
ノ
獄
見
ユ

峠
越
テ
木
曾
ノ
下
ヲ
通
リ
行
グ

遠
近
ノ
高
山
皆
広
ク
大
ノ
木
ハ
へ

尾
州
ノ
料
(
領
〉
ナ
リ

峠
ノ
前
後

江
戸
へ
出
ス

ツ
ガ
ノ
大
木
ア
リ

串
・
箸
等
ノ
ア
ラ
木
ト
ナ
リ

或
ハ
ネ
ズ
・
ヒ
ノ
木
板

ハ
)
白
米
九
十
文
余

春
マ
デ
塩
七
拾
弐
文
ト
云

塩
六
十
四
文

野
麦
ノ
辺
ハ
高
山
ノ
中

苅
テ
ナ
ギ
ヲ
焼
グ

寒
グ
麦
ハ
不
v
実

多
ク
ソ
バ
ヲ
作
ル

山
ヲ
キ
リ

ス

木
曾
ノ
奈
川
ノ
間
モ
蕨
粉
ヲ
出
ス

(
後
略
)

次
の
記
事
で
は
、
昔
の
越
後
の
油
田
地
帯
の
様
子
が
知
ら
れ
る
。

五
月
二
十
二
日
晩

田
上
村
宿

四
里

(
前
略
)

越中人の二十四輩順拝の旅

同
村
ノ
内

右
ノ
処
ヨ
リ
四
、
五
丁
下
モ

右
ノ
道
バ
タ
ニ
六
尺
二
同
位
ノ
井
ア
リ

河
ウ
ラ
へ
三
里

信
州
ノ
ツ
ル
マ
郡
也

野
麦
(
デ

里
山
ク
見
ユ

ア
タ
野
ノ
間
ハ
蕨
粉
ヲ
多
ク
出

へ
流
レ

此
ニ
テ
藁
-
一
シ
メ
ニ
メ
(
診
マ
セ
テ
)
油
ヲ
ト
ル

其
中
ヨ
リ
水
二
父
リ
テ
油
出
ヅ

ネ
バ
キ
コ
ト
餅
ノ
如
シ

器
物
何
一
一
テ
モ
ツ
ゲ
〈
注
ゲ
)
バ

水
ハ
油
交

ソ

カ コ
ーマ ニニ

ヅ 7Jc
カ タ
斗メ
リノ

ニ様
丸ニ
クシ
シア

テ水
火ヲ
ヲ・セ

トキ
モ
ス

悪
臭
不
v
可
ν
云

井
ノ
ワ
キ
ノ
上
ニ
テ

但
シ
水
中
二
父
リ
出
ル
油
ハ
泡
ニ
ナ
ツ
テ
黒
ク
上
一
一
浮
ク

ヲ
ネ
ジ
テ

漆
ノ
如
シ

タ
ダ
カ
ラ
メ
キ
ノ
油
ト
ハ
劣
レ
リ

油
色
里
山
シ

冬
ニ
テ
モ
ヌ
ル
ヌ
ル
ト
シ
テ
氷
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
云

/レ

カ

コ
ノ
水
ヨ
ホ
ド
多
ク
流
ル

未
知
の
石
油
涌
出
状
況
を
細
々
と
見
聞
し
て
い
る
。
当
時
を
今
に
比
べ
て
、
異
様
な
が
ら
も
よ
く
書
け
て
い
る
と
思
う
。

163 

さ
ら
に
順
拝
所
要
日
数
を
国
別
に
総
括
す
る
と
次
の
如
き
行
程
で
あ
っ
た
。

天
明
元
年
五
月
二
十
五
日

白
坊
出
発

一
丁
斗
リ
下

其
藁
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五
月
五
日
よ
り
晦
日
ま
で

越
中
路

五
月
晦
日
よ
り
六
月
一
一
一
日
ま
で

飛
騨
・
信
濃
路

六
月
一
一
一
日
よ
り
閏
六
月
四
日
ま
で

越
後
路

閏
六
月
四
日
よ
り
六
月
一
九
日
ま
で

出
羽
路

六
月
一
九
日
よ
り
七
月
一

O
日
ま
で

陸
奥
路

七
月
一

O
日
よ
り
八
月
八
日
ま
で

常
陸
・
下
総
路

八
月
八
日
よ
り
八
月
一
四
日
ま
で

下
野
路

八
月
一
四
日
よ
り
九
月
一
日
ま
で

上
野
・
武
蔵
路

(
八
月
一
一
一
一
日
よ
り
八
月
二
七
日
ま
で
は
江
戸
滞
在
)

九
月
一
日
よ
り
九
月
五
日
ま
で

信
濃
路

九
月
五
日
よ
り
九
月
九
日
ま
で

越
後
路

九
月
九
日
よ
り
九
月
一
三
日
ま
で

越
中
路

九
月
十
三
日
四
時

自
坊
に
定
着

な
お
、
こ
の
僧
の
順
拝
行
程
は
、
前
出
の
『
親
驚
聖
人
御
旧
跡
二
十
四
輩
巡
拝
記
』
を
案
内
書
と
し
た
ら
し
く
、
道
中
順
路
を
対
照
す

る
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

。
集

j:p 

帳

A 

嘱
波
山
田
村
大
窪
(
現
在

城
端
町
〉
の
農
民
伊
藤
某
の
二
十
四
輩
順
拝
集
印
綴



越中人の二十四輩11慎拝の旅165 

こ
の
帳
は
明
治
四

1
五
年
(
一
八
七
一

1
七
二
)

へ
か
け
て
の
順

拝
行
の
節
、
寺
院
・
旧
跡
・
遺
品
な
ど
の
所
在
箇
所
で
押
印
し
て
も

ら
っ
た
紙
片
(
半
紙
の
半
切
大
)
綴
で
あ
る
。
記
録
文
字
は
書
か
れ

て
い
な
い
が
大
部
分
は
押
印
年
月
日
を
-
記
し
て
あ
る
か
ら
、
年
月
順

に
大
方
の
行
程
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
押
印
に
つ
い
て

は
親
臨
時
・
蓮
如
・
二
十
四
輩
の
ほ
か
、
本
願
第
三
世
覚
如
と
そ
の
長
子

綴

存
覚
の
旧
跡
寺
院
、
そ
の
ほ
か
親
驚
・
蓮
如
の
ゆ
か
り
の
品
々
の
所

印

蔵
箇
所
を
も
訪
ね
て
お
り
、
順
拝
の
旅
は
か
な
り
広
範
囲
に
し
て
広

域
に
及
ん
で
い
る
。
お
そ
ら
く
、
明
治
二
年
(
一
八
六
九
)
に
圏
内

集

の
各
関
所
が
廃
止
さ
れ
、
庶
民
の
旅
行
が
自
由
に
な
っ
た
の
で
、
都

図 3

合
の
で
き
る
限
り
、
多
年
の
念
願
を
果
た
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
順
拝
行
は
祖
母
の
菩
提
を
弔
う
た
め
で
、
旅
行
中
、

そ
れ
ら
の
法
名
を
奉
持
し
て
い
た
。

旅
程
は
、
大
体
次
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
る
。

(a) 

一
一
一
月
十
五
日
自
宅
出
発

同
月
二
十
八
日
ご
ろ
ま
で
越
中
路
の
旧
跡
巡
拝

(
約
一
四
日
)
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調
波
郡
〈
水
島
|
戸
出
)
1射
水
郡
(
高
岡
i
伏
木
1

雨
晴
l
氷
見
l
牧
野
放
生
津
〉
上
富
山
|
新
川
郡
(
滑
川
|
魚
津
l
経

田
ー
田
谷
新
)

め)

月
二
十
八
日

l
四
月
六
日
ま
で

越
後
路

(
約
九
日
〉

大
曲
|
外
波
|
国
分
i
高
田
|
新
井
|
関
川

(c) 

四
月
六
日

l
下
旬
ま
で

信
濃
路

(
約
二
五
日
)

長
沼
l
長
野
|
松
代
|
南
条

ω
 四月
末

1
五
月
六
日
ま
で

越
後
路
へ
戻
る

(
約
七
一
日
)

(e) 

五
月
六
日

t
下
旬
ま
で

越
後
路

直
江
津
|
直
海
浜
l
柏
崎
|
出
雲
崎
|
寺
泊
|
一
一
一
条
|
新
潟

(
約
二
五
日
)

(f) 

六
月
上
旬
l
下
旬
ぎ
で

東
北
路

羽
前
米
沢
l

山
形
|
陸
前
北
山

(
こ
の
間
一
の
順
揮
は
不
詳
)

(
約
三
。
日
〉



(g) 

七
月
一
日

l
中
旬

東
北
路

(
約
二

O
日
)

陸
中
黒
沢
l
郡
山
|
盛
岡
l
羽
後
秋
田

然
る
と
こ
ろ
、
七
月
下
旬

1
九
月
下
旬
ま
で
、
集
印
が
全
く
空
白
に
な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
一
旦
帰
郷
し
て
休
養
し
た
か
、
旅
費
調

達
の
た
め
帰
国
し
た
の
で
な
か
ろ
う
か
。

九
月
下
旬
に
順
拝
行
が
再
開
さ
れ
る
。

ω
 九月
二
十
九
日

I
十
一
月
中
旬
ま
で

常
陸
路
・
下
総
路

水
戸
と
鹿
島
を
中
心
に
順
拝

《約一一

O
日
)

越中人の二十四輩順拝の旅

(i) 

十
一
月
中
旬

t
十
二
月
末
ま
で

常
陸
路

(
約
四
五
日
)

常
陸
圏
内
の
旧
跡
順
拝
(
稲
田
・
笠
間
な
ど
)

(j) 明
治
五
年

一
月
上
旬
J
三
月
上
旬
ま
で

下
総
路
・
江
戸

(
約
五

O
日〉

l67 

常
陸
柿
岡

↓ 
総
結
城
本
郷

木
7E 

野
沢

江
戸

而
し
て
、
伊
藤
某
の
順
拝
行
は
、
さ
ら
に
東
海
道
・
近
畿
路
・
北
陸
路
を
回
り
、
大
旅
行
と
な
っ
た
。
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∞ 
三
月
十
三
日

t
下
旬
ま
で

東
海
道

(
約
二
三
日
)

相
模
北
和
田
l
大
磯
l
箱
根
伊
豆
三
島
l
駿
河
静
岡
!
遠
江
l
掛
川
|
浜
松
|
一
一
一
河
矢
作
1

尾
張
名
古
屋
i
美
濃
竹
ケ
原

)
 

1
i
 

(
 
四
月
上
旬

1
六
月
下
旬
ま
で

近
畿
路

(
約
六
五
日
)

京
都

l
奈
良
|
河
内
|
摂
津
|
大
阪
|
和
泉
|
紀
伊
|
大
和
|
伊
勢
|
近
江

制

六
月
下
旬
J
七
月
上
旬

北
陸
路

(
約
二

O
日
)

京
都
|
大
津
1

海
津
l
越
前
福
井
|
同
吉
崎
l
加
賀
|
越
中

i
帰
宅

前
記
の
天
明
元
年
の
道
中
記
に
比
べ
る
と
、
か
な
り
多
く
の
日
数
が
か
か
っ

て
い
る
こ
と
に
、

い
さ
さ
か
問
題
が
あ
る
、
私
見
推
定
で
は
あ
る
が
、
・
順
拝
の

つ
い
で
に
各
地
の
名
所
・
史
跡
の
見
物
、
温
泉
逗
留
な
ど
に
も
、
滞
在
日
数
を

要
し
た
の
か
。
あ
る
い
は
、
行
く
先
々
で
旅
費
稼
ぎ
の
旦
履
に
ひ
ま
ど
っ
た
の

か
と
も
思
わ
れ
る
。

と
に
か
く
通
計
、

一
年
四
カ
月
に
わ
た
る
順
拝
は
驚
く
べ
き
壮
図
で
あ
っ
た
。

B 

嘱
波
郡
井
口
村
久
保
の
農
民
次
郎
七
の
集
印
帳

な
お
、
体
力
・
時
日
・
旅
費
に
恵
ま
れ
な
い
信
徒
た
ち
は
二
十
四
輩
順
拝
行
程



の
う
ち
関
東
・
東
北
の
二
路
を
省
略
し
て
、
越
中
・
加
賀
・
越
前
・
信
濃
・
越
後
な
ど
の
旧
跡
順
拝
に
留
め
て
い
る
。

の
集
印
帳
に
よ
っ
て
そ
の
行
程
を
知
る
こ
と
に
す
る
。

自
宅
出
発

文
化
十
二
年
(
一
八
一
五
〉
亥
五
月
八
日

五
月
八
日
よ
り
十
三
日
ま
で

越
中

i
加
賀

五
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で

越
前

五
月
十
六
日

1
六
月
十
三
日
ま
で

近
畿
路

越中人の二十四輩順拝の旅

京
洛
|
河
内
|
近
江
|
美
濃

六
月
十
四
日

I
十
五
日
ま
で

信
濃
路

六
月
十
六
日

l
二
十
四
日

越
後
路

六
月
末

169 

自
宅
に
帰
る

(
六
日
)

(
三
日
)

(
二
九
日
)

(
二
日
)

(
九
日
〉

(
例
と
し
て
、
こ
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....... 
J、
む

す

び

以
上
、
順
拝
者
は
今
日
に
比
べ
て
、
交
通
の
便
に
乏
し
く
、
旅
の
安
全
は
保
証
さ
れ
ぬ
旅
を
し
た
の
で
あ
る
。
道
中
で
は
、

い
ろ
い
ろ

と
難
儀
過
労
に
耐
え
な
が
ら
、
徒
歩
に
て
遠
路
幾
山
河
を
越
え
て
二
十
四
輩
順
拝
を
決
行
し
た
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
生
命
が
け
と
も
い

う
べ
き
で
あ
っ
た
。

真
敬
寺
の
住
職
の
道
中
記
の
巻
頭
に
、
次
の
如
く
決
意
し
て
お
り
、
悲
壮
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

(
前
略
〉

老
齢
ノ
身
不
定
也
、
数
百
里
ヲ
歩
ミ
、
生
キ
テ
戻
ル
コ
ト
難
カ
ル
ヘ
シ
ト
思
ヒ
、
仏
祖
ノ
御
前
-
一
於
テ
、
今
世
ノ
御
暇
乞
念
ゴ
ロ
ニ
申

上
ゲ

(
中
略
〉

何
ト
ナ
ク
涙
数
行
ニ
及
ビ
ナ
ガ
ラ
、
笠
ヲ
カ
フ
リ
寺
ヲ
出
ヌ

六
十
年
来
住
馴
シ
故
郷
ヲ
イ
デ
テ
行
末
甚
ダ
覚
束
ナ
シ
、
知
一
フ
ヌ
旅
路
一
一
漫
々
ト
趣
キ
、
無
事
ニ
テ
帰
ラ
ン
コ
ト
又
難
シ
ト
思
ヘ
バ
、

(
後
略
)

ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
、
圏
外
旅
行
の
と
き
、
檀
那
寺
(
手
つ
ぎ
寺
)
か
ら
、
次
の
よ
う
な
往
来
切
手
を
請
け
て
出
か
け
た
の
で
あ
っ

た。

必孟"

凡

一
壱
人

越
中
国
嘱
波
郡
梅
原
村



~ 

助

右
、
此
者
此
度
、
為
-
説
驚
聖
人
御
旧
跡
巡
拝
一
与
罷
出
候
国
々
御
関
所

無
二
相
違
一
御
通
可
v
被
ν
下
候

一
此
者
若
煩
相
何
国
ニ
而
茂
相
果
候
ハ
パ

宗
旨
者
代
々
浄
土
真
宗
ニ
而

於
司
芸
品
〈
所
一
御
葬
可
v
被
v
下
候

此
方
迄
御
届
ニ
ハ
及
不
v
申
候

則
拙
寺
且
那
ニ
御
座
候

御
法
度
之
切
支
丹
ニ
ヤ
問
者
無
ニ
御
座
一
候

如
何
様
之
六
ケ
敷
儀
出
来
候
共

何
方
江
茂
罷
出
急

右
之
者
ニ
付

度
時
明
可
v
申
候

為
ニ
後
日
一

往
来
切
手
如
v
件

越
中
時
波
郡
久
保
村

嘉
永
三
年
十
月

明

楽

寺

国
々

越中人の二十四輩I1頂拝の旅

御
役
人
中

様

と
に
か
く
、
越
中
の
真
宗
門
徒
の
人
々
は
、
祖
先
代
々
う
け
つ
い
で
き
た
、

一
心
一
向
の
念
仏
に
生
き
た
が
故
に
、
二
十
四
輩
順
拝
を

念
願
と
し
て
決
行
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
か
か
る
旅
に
要
す
る
費
用
は
、
か
な
り
多
額
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
然
り
乍
ら
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
本
人
が
長
年
、

心
が
け
貯
用
す
る
と
と
も
に
、
親
類
・
隣
人
・
知
人
・
友
人
あ
あ
、
-
援
助
の
館
別
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
巡
拝
を
決
意
す
る
と
、
自
村
と
近

郷
近
在
の
家
々
を
回
っ
て
応
分
の
喜
拾
を
乞
う
た
と
い
う
、
そ
の
と
き
、
見
知
ら
ぬ
人
々
で
も
、
二
十
四
輩
順
拝
の
発
願
を
聞
く
と
、
そ

171 

の
信
仰
心
に
感
じ
て
、
金
額
品
物
の
大
小
を
問
わ

u

な
い
で
、
応
分
の
志
を
恵
ん
で
協
力
し
た
と
い
う
。
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重
松
明
久
「
二
十
四
輩
伝
承
の
成
立
件
・
伺
」
金
沢
文
庫
研
究
一
九
l
四
・
五
一
九
七
三

「
仏
教
大
辞
典
第
五
巻
」
仏
教
辞
典
発
行
所
一
九
三
六
四

O
三
五

l
四
O
三
七
頁

「
古
寺
巡
礼
辞
典
」
東
京
堂
一
九
七
六
一
九
一

t
一
九
七
頁

「
仏
教
大
辞
実
第
五
巻
」
富
山
房
一
九
八
一
一
三
ハ
一
五

t
三
六
一
八
頁

五
来
重
「
北
陸
門
徒
の
関
東
移
民
」

「
仏
教
解
説
大
辞
典
第
八
巻
」
大
東
出
版
社

注
・
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考
文
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